
当院にて白内障手術を受けられた患者様へ 
 

 この度、東京歯科大学水道橋病院において下記の内容にて研究を行うこととなりまし

た。内容をお読みになり、ご理解いただけましたら、研究にご協力くださいますようお願

いいたします。 
 

1. 現在、当院は「クラレオン素材回折型 3 焦点眼内レンズ挿入後の視機能」という研究を

行っています。これは、当院にて連続焦点型眼内レンズを用いた白内障手術を受けた患者

様の術後の見え方を調べる研究です。以下の内容をご確認ください。 
 
2. 調査の対象となるのは、当院にてアルコン社製眼内レンズ クラレオンパンオプティク

ストリフォーカルまたはクラレオンパンオプティクストリフォーカルトーリックを用いた

白内障手術を 2022 年 2 月 7 日から 2022 年 10 月 17 日までの間に受けられた患者様で

す。 
 
3. 性別、年齢、術前の眼の状態（視力や屈折など）、手術日、術後視力や見え方の濃淡

（コントラスト感度）について、調査担当医師が対象となる患者様の症例調査票を作成し

ます。この研究により、患者様に新たにご負担いただくものはありません。 
 
4. 症例調査票には、住所・氏名などの患者様の個人が特定される情報が入力されることは

ありません。 
 
5. 本研究は東京歯科大学倫理審査委員会の審査を経て、学長の承認を得ております。研究

の成果は学会や科学専門誌などの発表に使用される場合がありますが、名前や個人を特定

する情報が公表されることはなく、個人情報は守られます。本研究のデータは第三者が研

究対象者個人を特定できない被験者識別コード等を用いて行い、研究責任者と分担者のみ

が利用し、情報管理者（太田友香）が管理し、研究終了（2023 年 5 月 31 日）後 5 年間保

管します。また、保管期間後は廃棄します。 
 
6. この調査の対象となる方で、ご自分のデータを使用されたくない場合は、下記担当者ま

でお申し出ください。その際は、不同意書をお渡しいたしますので、必要事項をご記入の

上ご提出をお願い致します。それによって患者様が不利益な扱いを受けることはございま

せん。また、本研究にご協力いただいた患者様が直接的な利益（謝金など）を得ることは

ありません。 
 
7. 本研究に利益相反はありません。 

 
8. 本研究について質問やご意見がある場合は、下記へご連絡下さい。 

 
            

東京歯科大学水道橋病院 眼科   
研究責任者 太田 友香（講師）                       
研究分担者 ビッセン弘子（特任教授）  

上原 朋子（助教）南 慶一郎（非常勤講師） 
                      連絡先 東京歯科大学水道橋病院眼科 電話 03-5275-1856 


